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鈴鹿川派川　高潮堤　0.0k ～ 0.4k

鈴鹿川派川　高潮堤　0.4k ～ 1.2k

鈴鹿川派川　1.2k ～ 4.0k

内部川　0.0k ～ 6.8k

安楽川　0.0k ～ 2.0k

鈴鹿川　高潮堤　0.0k ～ 0.4k

鈴鹿川　高潮堤　0.4k ～ 0.8k

鈴鹿川　高潮堤　0.8k ～ 1.6k

鈴鹿川　1.6k ～ 28.5k

※　各河川 （区間） における堤防の標準構造を示しています

※　土堤による施工が困難な区間においては、 特殊堤による施工を行います

※　流水の作用から堤防を保護する必要がある箇所及びその他必要に応じて、 護岸等を設置します

※　実施にあたっては、 周辺の景観等に配慮したものとします

堤防標準断面図 鈴鹿川水系河川整備計画
















































